
　ミネベアグループは、企業は法令の遵守だけではなく、
企業倫理に則した公正かつ、適切な事業運営を通じて、
地球環境および人類の持続可能な発展に貢献することが
使命であると考えています。この使命を果たすため、当社
グループでは、経営の基本方針「五つの心得」と、これを
基本とした「ミネベアグループのCSR基本方針」および
「CSR実践に向けた活動方針」を策定し、取り組みを進
めています。また、2012年1月より国連が提唱する「人権・
労働・環境・腐敗防止」についての普遍的原則である国連
グローバル・コンパクトへの参加を表明しました。グロー

▶ミネベアグループのステークホルダー ▶国連グローバル・コンパクト
　の支持
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ミネベアグループは、社会を支える精
密部品メーカーとして、「信頼性が高
く、エネルギー消費の少ない製品を
安定的に供給し、広く普及させる」こ
とを通して、地球環境および人類の
持続可能な発展に貢献します。

五つの心得

CSR活動の推進に当たっては、「五つの心
得」を基本として、適切な組織統治のもと、ミ
ネベアグループ「行動規範」を遵守していき
ます。

1 「五つの心得」と「行動規範」
ミネベアグループの社会的責任、取り組むべき
重要課題を理解した上で達成すべき目標を掲
げ、実行とレビューを繰り返して、CSR活動を
継続的に改善していきます。また、こうした活
動を通して、従業員一人一人のCSRについて
の意識向上を図っていきます。

2 継続的改善と意識向上
ステークホルダー（従業員、お客様、株主の皆
様、地域社会、国際社会、お取引先様、環境な
ど）との積極的な対話を通して、その期待・要請
に応えるとともに、企業活動の透明性向上と説
明責任を果たしていきます。

3 ステークホルダーとの対話

ミネベアグループのCSR実践に向けた活動方針

ミネベアグループの
CSR基本方針

◉ 従業員が誇りを持てる会社でなければならない

◉ お客様の信頼を得なければならない

◉ 株主の皆様のご期待に応えなければならない

◉ 地域社会に歓迎されなければならない

◉ 国際社会の発展に貢献しなければならない

バルに事業を展開する企業として、社会的責任を果たす
ための重要な考えと位置付け、実施に努めています。

　ミネベアグループは、「五つの心得」で示されている
「従業員」「お客様」「株主の皆様」「地域社会」「国際社
会」のほかに、「お取引先様」およびわたしたちの社会を
支えている「環境」を主なステークホルダーとして分類し
ています。当社グループでは、CSR活動に取り組む上で、
各ステークホルダーとのコミュニケーションを通じて、そ
の期待に応えることが欠かせないと考えています。

　ミネベアグループは、コンプライアンスの実践が
CSR推進において欠くことのできない要素であると
いう認識の下、「ミネベアグループ行動規範」「ミネベ
アグループ役員・従業員行動指針」を定め、公正かつ適
正で、透明度の高い経営に努めています。
　2012年度は、8月にアメリカ証券取引委員会にて可
決された「金融規制改革法」の開示規則を受け、同法
律にて規定された「紛争鉱物」に対する当社の考えを
まとめ、「ミネベアグループ紛争鉱物対応ポリシー」と
してミネベアグループ行動規範に追加しました。

　ミネベアグループでは、社長執行役員をコンプライ
アンスの最高責任者とし、直属の組織であるコンプライ
アンス委員会にて、行動規範の運用、行動規範に対する
重大な違反事例発生時の緊急対策の意思決定を行っ
ています。また、コンプライアンス委員会の事務局をコ
ンプライアンス推進室が担当し、コンプライアンス推進
のための諸施策を実施しています。2012年度は、意思
決定の迅速化を果たす体制に変更し、これまで年に1回
開催していたコンプライアンス委員会を、年2回の開催
にするとともに、各拠点に新たにコンプライアンスオ
フィサーを設置し、マネジメントの強化を図っています。

　ミネベアグループでは、従業員のコンプライアンス
への理解を深めるため、階層別研修時のコンプライア
ンス教育を実施しています。2012年度は、新入社員研
修と新任係長職研修、新任課長職研修にて実施し、
180名が受講しました。また、2012年度は海外におけ
る研修強化の一環として、タイの階層別研修において
コンプライアンス教育を実施し、海外駐在のマネー
ジャーおよび中堅社員40名が受講しました。研修で
は、日本とは異なる法律、文化、商習慣などを説明し、
特に注意すべきポイントについて講義を行いました。
　このほか、昨今相次ぐ企業不祥事の多発により、コン
プライアンス経営の強化がいっそう求められているこ
とから、外部講師を招いての役員向けコンプライアンス
研修を実施し、社長以下執行役員30名が受講しました。

　ミネベアグループでは、「ミネベアグループ行動規
範」に違反する行為や、法令違反行為などを未然に防
ぐため、従業員一人ひとりが自らの行動や意思決定が
本行動規範に違反するかどうか迷った場合、または本
行動規範に違反する疑いのある行為を発見した場合
に利用できる相談窓口を社内と社外にそれぞれ設置
しています。受け付けたすべての通報については、事
実確認の上、適切に対応しています。

　従業員一人ひとりがコンプライアンスの意識を持っ
て、事業活動に取り組む企業風土を定着させるため
に、従業員の意識と知識の充実をよりいっそう深めて
いく必要があると考えています。今後は海外を含めた
グループ全体でのコンプライアンス推進体制の強化を
進めるべく、コンプライアンスオフィサーを中心に、各
国の連携強化を進めていきます。
　また、独占禁止法に関する研修やインサイダー取引
規制の周知徹底を今後も継続的に実施し、違反事件の
未然防止に努めていきます。

ミネベアグループのステークホルダー

基本的な考え方 コンプライアンス教育

内部通報制度
コンプライアンス推進体制

基本的な考え方

ミネベアグループのCSR
マネジメント報告

コンプライアンス
マネジメント報告

「ミネベアグループ行動規範」および「ミネベアグループ役員・従業員行
動指針」の詳細は、ミネベアグループホームページをご参照ください。

http://www.minebea.co.jp/company/aboutus/
Conduct/declaration/index.html

今後のコンプライアンス推進について

▶コンプライアンス体制図

事務局
コンプライアンス推進室

コンプライアンス委員会
委員長（コンプライアンス担当役員）

委員

世界14拠点

コンプライアンス最高責任者
代表取締役社長執行役員

・コンプライアンスオフィサー
・コンプライアンス正担当責任者
・コンプライアンス副担当責任者

ト
ッ
プ
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

社
会
の
中
の
ミ
ネ
ベ
ア
製
品

特

　集

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
報
告

社
会
性
報
告

環
境
報
告

Ｈ
ｏ
ｔ  

Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ

ホームページ
掲載情報 ・輸出入管理の取り組み
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